
Ａ 試合会場レポート 試合番号 522 開催日 2023/12/16
令和5年度 天皇杯・皇后杯 全日本バレーボール選手権大会 女子 会場： 東京体育館

観客数： 5,980 開始時間： 12:45 終了時間： 14:54 試合時間： 02:09 主審： 渡部　菜保子 副審： 佐々木　伸子
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　Ｖリーグの試合では負けていた相
手で、リベンジしたいという想いを
持ってチーム全員で戦った。相手の
ディフェンスが良くてなかなか難し
い時間が続いた。第３セット以降少
しずつチームとして、良い形が増え
て、勝利につなげられたことは本当
に良かった。
　明日が2023年最後の試合となるの
で、チーム全員で戦って、チームの
ベストを尽くして勝利したい。
　本日もたくさんのご声援ありがと
うございました。

栄 長岡 タットダオ 渡邊 　久光の皆様、決勝進出おめでとう
ございます。
　第１セット、相手の両レフトを抑
えられず、なかなかブレイクできま
せんでしたが、第２セット以降、徐
々にブロック、ディフェンスで対応
しラリーを展開することはできたと
思います。その中でもう少し手数を
増やしていくことが必要だと痛感さ
せられたゲームでもありました。こ
ういった舞台でプレーすることが初
めての選手が多い中、これを経験だ
けで終わらせず、今度はもっと上に
行くために来週再開されるリーグで
も常に成長できるよう頑張ります。
　応援ありがとうございました。

( 中川 ) ( ) ( 入澤 ) ( )

深澤 大竹 野中 オクム大庭

( ) ( 花井 ) ( 境 ) ( )

リベロ： 西村 リベロ： 德本 齋藤

20

平山 Adams

第
2
セ
ッ
ト

長内 雑賀

25

( ) ( ) ( ) ( )

栄 長岡 タットダオ 渡邊

( ) ( ) ( ) ( )

深澤 大竹 野中 オクム大庭

( ) ( 花井 ) ( ) ( 倉田 )

リベロ： 西村 リベロ： 德本 齋藤

25

平山 Adams

第
3
セ
ッ
ト

長内 雑賀

19

( ) ( ) ( ) ( 高間 )

栄 長岡 タットダオ 渡邊

( ) ( ) ( ) ( )

深澤 大竹 野中 オクム大庭

( ) ( 花井 ) ( 境 ) ( )

リベロ： 西村 リベロ： 德本

25

平山 Adams

第
4
セ
ッ
ト

長内 雑賀

20

( ) ( ) ( ) ( )

栄 長岡 タットダオ 渡邊

( ) ( ) ( 倉田 ) ( )

深澤 大竹 野中 オクム大庭

( ) ( ) ( 高間 ) ( )

リベロ： 西村 リベロ： 德本

第
5
セ
ッ
ト

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

リベロ： リベロ：

＜要約レポート＞
　２年ぶりの優勝を目指す久光スプリングスと、30年ぶりの優勝を目指す日立Astemoリヴァーレの準決勝。
　第１セット、序盤日立Astemoは長内、オクム大庭のアタックでリードする。久光はアダムス、深澤がアタック、サーブで追いかけるも、日立
Astemoはタットダオ、長内がアタックを決め優位にゲームを進める。中盤久光は、長岡のサーブで相手を崩し同点に追いつく。デュースの末久
光が深澤のアタックでセットを先取する。
　第２セット、序盤久光は平山のサービスエースでリードするも、日立Astemoはオクム大庭が大爆発しアタックを決め逆転する。その後も長内
のアタック、野中、雑賀のブロックでセットを取り返す。
　第３セット、久光は長岡、アダムスのサーブでリードする。日立Astemoは長いラリーを徳本の好レシーブから得点につなぎ、オクム大庭のサ
ービスエースやアタックで迫る。久光は西村、アダムスのレシーブ、深澤、長岡のアタックでリードを広げる。中盤アクシデントに見舞われた
が、深澤のサービスエース、代わって入った大竹のブロック、長岡の強力なアタックで、久光がセットを取り返す。
　第４セット、久光はスタート、４続得点で波に乗ると、全員でレシーブをあげ、深澤を中心に得点を重ねリードを保つ。
日立Astemoは渡邊、タットダオ、野中がアタックで流れを変えようとするが、久光は要所を長岡がアタックを決めきり、決勝進出を決めた。

作成者： 高澤　佳江

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


